
２月２７日 オープン
スクールのこの日、１
２学年においては、こ
の１年の総合的な学習
の時間における集大成
として「学習成果報告会」を開催しました。
これまで「宮古島を創る」をテーマとして、
各グループ毎に課題（問い）を設定し、
フィールドワークを重ねながら探究的な学
びを進めてきました。成果報告では、その
学びの成果をグループ毎にプレゼン形式で
報告、プレゼンの後は、参観された保護者、
地元企業・団体、宮古島市関係部局の関係
者からも様々な質問や意見が出されるとと
もに今後の学びに向けて貴重な助言をいた
だくこともできました。お忙しい中でのご
参観有り難うございました。
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学校経営目標 ＳＨＩＮＰＯ力を発揮し未来を切り拓く生徒の育成

卒業式において、代表で答辞を務めたのは、謝敷来
玲彩さん・大嶺遙樹さん・伊良波結衣さん・上原和
華さん・新崎成美さん、それぞれが中学校三年間の思
いを感謝の気持ちとともに素直に表現してくれました。
「共に笑い学び合ってきた仲間へ」「本気で向き合っ
てきた後輩へ」「三年間支えてくれた先生方へ」「根
気強く大きな愛で包み込んでくれた家族へ」涙あふれる代表それぞれの思いは、
式場の参加者全員が共感し、心に響く大変立派な答辞となりました。

魅力ある学校づくりに向けて

3 月4,5日 2日間の日程で行われた高校入試、昨年度から特
色選抜、一般選抜のいずれにおいても、全員に「学力検査
」が課せられました。島内三高校の会場では、緊張しなが
らも時間ぎりぎりまで、参考書等を見つめたり、友達同士
問題を言い合ったりする等、各生徒必死でした。誰もが通
る人生の第一関門、合格発表は3月17日となります。
全員に桜咲く「吉報」が届くことを心から願っています。

３月７日 多数の来賓の方々や卒業生保護者をお招きし第７４回「卒業式」が挙
行されました。中学校３年間と義務教育９年間の修了となる門出を地域関係者・
ＰＴＡ役員・保護者の皆様に見守られながら、卒業生１６４名が「平良中学校」
を巣立ちました。式においては、宮古島市教育委員会教育委員「中尾忠筰」様よ
り「告辞」を賜り、ＰＴＡ会長の翁長賢一様からの「祝辞」をはじめ多数の方々
から心温まるお祝いのメッセージをいただきました。誠に有り難うございました。

～以下「第２学期始業式」学校長式辞より～
１６４名の卒業生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。皆さんの晴れの

門出に、心よりお祝いを申しあげます。皆さんは、この三年間、本校のよき伝統
を守り、さらに新たな平良中学校を創造すべく、何事にも一生懸命に取り組んで
来ました。その足跡を振り返り、皆さんの真剣な眼差しとその姿から放たれる輝
きを思い浮かべると数々の感動が思い起こされます。
そして、いよいよ皆さんは、これから自分の選んだ道へ、新たな第一歩を踏み出
します。皆さんへの最後のメッセージとして「今を懸命に生きる」ということに
ついてお伝えします。「今をいかに生きるか」は、当然、いくつになっても誰も
が避けて通れない人生の大きなテーマです。「今を懸命に生きる」ということは、
やはり、自らの将来を見据え、目標を掲げ、常に挑戦していくことです。常に努
力していくということです。しかし、これから先、うまくいくことばかりではあ
りません。ですが、すぐに自らが選んだ道が間違っていたという判断は性急に過
ぎます。皆さんが選んだ道に正解はありません。ですが、不正解もありません。
うまくいかないとき、まずは、自分の選んだ道を信じること、その道において、
あきらめず、もう一度努力を続け「今を懸命に生きる」、そこに正解があるので

す。では、皆さんへの「はなむけの言葉」として詩人である田口久人さんの
詩を贈ります。「右 卒業する君へ」結びになりますが、卒業生の皆さん、
時代は移り変わろうとも、まずは自分自身で、何が正しいのか、何をすべきかを
立ち止まって考え、これまで同様、５つのＳＨＩＮＰＯの精神で「今できること
を懸命に頑張り、そして生きる」そのことを通して、未来に向け大きく羽ばたき、
自己実現を果たしてくれることを切に願っています。卒業おめでとうございます

1６４名の「卒業式」！目標と努力の先に「正解」はある
「卒業式」卒業生の歌


